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目 的
 肺癌の診継法は既に一応確立されたが,他肺疾患との鑑別診断が困難な症例に遭遇することが
 少くない。肺癌にむいては気管支動脈が発達増生することが,可成り以前から病理解剖学的に観
 察されているが,近年まで臨床的にこれを観察する方法がなかった。著者は,肺癌を主とする各
 種肺疾患々者に対して経皮的動脈内カテーテル挿入法(seユdinger氏法)による選択的気管
 支動脈造影法を行い,これと切除肺の気管支動脈に造影剤を注入して撮影したX線所見かよび病
 理解剖学的所見とを対比して選択的気管支動脈造影像の解析を行い,各種肺疾患に痴ける気管支
 動脈造影像の特徴を明らかにし,肺癌と非癌性肺疾,患との鑑別診断に費そうと試みた。また肺癌
 の動注療法として気管支動脈内制癌剤注入療法を試み,その効果をレ線学的並に組織学的に検討
 した。
研究方法
 肺癌患者28例と非癌患者26例(肺結核11例,肺化膿症5例,気管支拡張症5例,その他
 5例)にselαinger氏法による選択的気管支動脈造影を行い,手術例については剔出肺の気
 管支動脈内に微粒子バリウムを注入してX線撮影を行い,標本をフォルマリンで固定したのち薄
 い切片を作成して病巣部気管支動脈の7倍拡大撮影お・よびミク・アンギオグラフイーを行い,ま
 た組織標本の検索を行って気管支動脈の微細構築について研究した。また肺癌症例にむいては,
 Mitomycinσ(MMσ)を主とする各種制癌剤を2日～2週間の間隔をおいて1～4回気管支
 動脈内に注入してX線像の変化を追跡すると共に.手術例については原発巣および転移巣の組織
 学的検索を行って本療法の効果を検討した。
研究成績
 肺癌の選択的気管支動脈造影では,腫瘤内に気管支動脈が著るしく密に増生し樹技状の血管網
 を形成している所見が認められた。これに対して結核腫では病果内には気管支動脈が造影されず
 その周囲に太い気管支動脈が増生してむり,また肺化膿症では,拡張した気管支動脈が病巣部に
 増生し造影剤の血管外滲出様所見が認められた。斯くの如く,選択的気管支動脈造影所見によっ
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 て肺癌と非癌性肺疾、忠,特に結核腫卦よび肺化膿症との鑑別がある程度可能であった。剔出標本
 の気管支動脈から造影剤を注入した造影所見では,気管支動脈は腫瘍内に沿いて著るしく微細と
 なり密に増生している所見が認められ,また腫瘍撫管の7倍拡大撮影を行うと,ときに腫瘍血管・
 径の変化が著明となり太ぐなったり細ぐなったりしている部分が認められ,また腫瘍血管のミクノ
 ロアンギオグラフイー所見では,腫瘍血管終末部にかいてときに血管径の不同な網目状の血管網
 の形成が認められた。また組織学的にみると,腫瘍血管は殆んどすべて内皮一層からなり,その
 大きさは種々であり,著るしく大きいものでも内皮一層の血管壁を有することが特微的であった。
ぺ
 斯くの如く,肺癌では腫瘍内に気管支動脈が著るしく増生し,しかも腫瘍血管の殆んどが内皮一
 層の血管から成っているので,病巣部の気管支動脈内に制癌剤を注入することにより癌細胞の発
 育,増殖を阻止ないし破壊することができるであろうと考えられた。肺癌、惑者22例に対して気
 管支動脈内にMMcを主とする各種制癌剤の注入療法を行った成績では,レ線的改善をみたもの
 力判5例あり,これらは腫瘍陰影の縮小をみたものが10例,空洞形成をみたものが2例,無気
 肺の消失をみたものが1例であった。気管支動脈内制癌剤注入療法ののち切除した肺癌標本の組
 織学的検索では,変性過程とみられる癌細胞は膨化傾向を示し癌巨細胞の出現が特徴的であり,
 また癌細胞が変性をきたした部分には円形細胞の浸潤が著るしく,かつ結合織の増殖が極めて盛
 んで,異物性多核巨細胞が多数認められた例もあった。更らにPAS染色を行って癌細胞におけ
 るPA8顆粒の出現および増加を検索して制癌剤の効果との関係を検討したが,PAS顆粒は膨
 化の著明な癌細胞に著るしく増加しているのを認めた。また胸腔内の領域リンパ節に癌転移が認
 められた4例の肺癌切除例のうち5例においては,主病巣と同様な癌細胞変性像が認められ,転
 移リンパ節に対する制癌剤の効果が窺われた。
結
論
 各種肺疾患々者54例にSeld.inger氏法による選択的気管支動脈造影を1行い,肺癌では腫
 瘍内に微細な気管支動脈の増生を認め,これに対して結核腫では病巣内には気管支動脈が認めらオ1プ
 れず,また肺化膿症では病巣内に造影剤の血管外滲出様所見を伴った比較的太い気管支動脈の増
 生を認めた。これによって肺癌と肺結核腫および月餅ヒ膿症とを郷rlすることがある程度可能であ
 ることを知った。以上により,肺癌にカいては腫瘍内に気管支動脈が著るしく増生しているとい
 う知見を得たので,肺癌患者22例に対して気管支動脈内に蟹MCを主とする各種制癌剤の注入療
 法を試み,その中13例にレ線的改善を認めた。また,胸腔内の領域リンパ節の癌転移巣にも原
 発巣とほy同様な効果が認められた。斯くの如く,気管支動脈内権ij癌剤埋入療法は,肺癌主病巣
 のみならず領域リンパ節の転移巣に対しても有効であり,肺癌の化学療法のてつとして新しい分
 野を開拓する療法と考えられた。
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 審査結果の要旨
 著者は,各種肺疾患々者に対してSe■d土nger氏法による経皮的動脈内カテーテル挿入法を
 用いて選択的気管支動脈造影法を行い,これを切除肺の気管支動脈造影所見および病理学的所見
 と対比して,選択的気管支動脈造影像の解析を行い,肺癌と非癌性肺疾患との鑑別に資し,また
 肺癌患者の気管支動脈内に制癌剤を注入して肺癌の局所療法を試み,その効果をレ線学的並びに
 組織学的に検討した。
 すなわち,外科的療法の対象とされた肺癌患者28例と非癌患者26例ぐ肺結核11例,肺化
 膿症5例,気管支拡張症5例,その他5例)にSeldinger氏法による選択的気管支動脈造影
 法を行い,その剔出肺標本の気管支動脈内に造影剤を注入して病巣部の気管支動脈を造影し,ま
 たそのア倍拡大撮影,ミク・アンギオグラフイー,かよび組織学的検査等を併せ行い,気管支動
 脈の微細構造についても研究している。また肺癌患者に対しては,MitOmycinO於よびそ
 の他の制癌剤を2日～2週間の間隔をおいて1～4回気管支動脈内に注入し,その効果をX線学
 的.並びに組織学的に検言弓'し,1欠のような舌古論をぞ尋ている。
 で窪)肺癌では,腫,腸内に気管支動脈が著るしく密に増生し,腫瘤血i管網を形成しているが,
 肺結核瞳では,病巣内には気管支動脈が造影されず,その周囲に気管支動脈の増生がみられ,ま
 た肺化膿症では,粗大な気管文動脈が病巣部に発達し,血管外滲出像も認められたので,肺癌と
 結核唖および肺化膿症との鑑別診断がある程度可能であった。(2)各種制癌剤を病巣部気
 管支動脈内に注入した肺癌患,者では,半数以、上に調いてレ線学的に腫瘍陰影の縮・ド稀薄化,空洞
 形成,蔚よび無気肺の消失が認められ,また組織学的には癌細胞の膨化,癌巨細胞の出現,かよ
 びPAS顆粒の増加傾向が認められた。また胸腔内の領域リンパ節にも制癌剤注.入による効;果が
 認められた。
 以上の知見は,直らに臨床的に応用することができるものであり,選択的気管支動脈造影法は
 肺癌の補助的診断法としてすこぶる有用な方法であるのみ左らず,気管支動脈内制癌剤注入療法
 は,手術可能な肺癌患者に対して術前処置として行えば,癌病巣の退縮をきたして術後の転移,
 再発を防止して手術の治療成績を向上せしめることができ,また手術が不能な肺癌患者に対して
 は症状の寛解をもたらし,ときには手術を可能にすることもあり,肺癌の治療的意義が大きく,
 本論文は学位論文として充分にその価値を有するものと考えられる。
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